
かなめ整形外科は、平成21年に富里市日吉台に開院しました。
当院では整形外科一般、リウマチ科専門医療機関として診療を行っております。
診療では、クリニックで行えるレベルの診療か否かを常に考え、地域の基幹

病院である成田赤十字病院と連携することで、個々の
患者様ご自身の希望に沿った、ベストの医療を提供で
きるようお手伝いをしていきたいと思います。
　今後も地域の患者
様の、身近で安心な
相談しやすい「かか
りつけ医」となるよ
う頑張って参ります。

成田日赤に関わる方々との
　　　　　　“ふれあい”を大切に。

成田赤十字病院 広報誌
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成田赤十字病院

http://www.narita.jrc.or.jp/

成田赤十字病院からのお願い
当院では、下記の診療科において「初診完全紹介制」を実施しております。 
　▶ 内科、外科、眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科、泌尿器科、神経内科、歯科・口腔外科、整形外科
『初診完全紹介制』とは、地域のかかりつけ医 (診療所・病院 )からの紹介状をお持ちでない患者さまについては、当院への直
接の受診をご遠慮いただく制度です。
※紹介とは、診療に基づき他の機関での診療の必要性を認めた場合に、文書（診療情報提供書）をもって他の機関に受診していただくことです。
身近で安心な、相談しやすい「かかりつけ医」をもちましょう。

救護班要員 任命式

診
療
案
内

　当院では、適切かつ高度な医療サービスを患者さまに提供
するために「かかりつけ医」(地域の開業医)と連携しています。 
　治療後、病状が安定した患者さまには地域の「かかりつけ医」 
や病院において継続治療をお願いしています。 
　是非、身近で安心な、相談しやすい「かかりつけ医」をも
ちましょう。

かなめ整形外科

山 本 　 要　院長

かかりつけ医のご紹介

〒286-0034 成田市馬橋4-25
☎0476－24－3665

【診療科目】皮膚科
【診療時間】9:00～12:00 ／ 15:00～18:00
【休 診 日】木曜・日曜・祝日・土曜午後

身近で安心！
相談しやすい

かかりつけ医

専門的な治療の
必要性を判断し
当院へ紹介

成田赤十字病院
高度な医療を提供

病状が安定したら
紹介元の
「かかりつけ医」へ

紹介

紹介

連携

　当院「佐久間皮ふ科」（本院）は、昭和59年に父親 佐久間 将夫 が開設、
ＪＲ成田駅西口にて診療しており、私 佐久間　恵一 は平成19年より、成
田市はなのき台に「佐久間皮ふ科 はなのき台分院」を開設し10年間診療
させていただいておりました。
　今回父親の引退に伴い「はなのき台分院」を閉院し、本年度からＪＲ成田
駅西口の「佐久間皮ふ科」（本院）にて診療させていただくこととなりました。
　診療内容は皮膚科領域全般であり、成田赤十字病院とも緊密に連携させ

ていただき、患者様が適切な治療を受けられるよう
心掛けておりますの
で、今後とも「佐久
間皮ふ科」をどうぞ
よろしくお願いいた
します。

佐久間皮ふ科

佐久間 恵 一　院長

診
療
案
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〒286-0201 富里市日吉台1-11-13
☎0476－93－9075

【診療科目】整形外科、リハビリテーション科、リウマチ科
【診療時間】9：00～ 12：30／ 15：00～ 18：00
【休 診 日】木曜午後・土曜午後・日曜・祝日
※診療開始の受付時間は午前8：30と午後14：30から

　４月13日（木）、救護班要員任命式が行われました。
　今年度は、救護班12個班、DMAT２チーム、予備救護要員18名他、計129名に任命書が交付されました。
　任命された職員に対し、日本赤十字社千葉県支部事務局長より、「いつでも救護活動に従事できるよう日頃から各自準備を
してほしい」また、院長より「救護班要員の自覚をもってこれからも頑張ってほしい」と激励の言葉がありました。
　さらに、救護班要員代表として、第5救護班班長の児玉善之医師から、「災害時における迅速かつ適切な活動が展開できるよ
う、鋭意努力します」と意気込みを表しました。任命式後には研修等を行い、救護班要員としての知識・技術を高めました。
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佐久間皮ふ科

成田赤十字病院基本理念
赤十字の基本理念に基づき、患者さまの権利と医療人としての倫理を守り、

医療の質の向上と患者さま中心の「こころあたたかい医療」の実践に努めます。

成田赤十字病院基本方針
１．地域の皆様から信頼される病院を目指します。
２．救急医療の充実、安全でより高度な医療の提供
　　に努めます。

３．地域の医療・福祉との連携強化に努めます。
４．国内外の医療救援活動に積極的に参加します。
５．健全な経営と働きがいのある病院を目指します。
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● 関連情報
【 厚生労働「食中毒」のページ 】
　http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/index.html

食中毒を予防しよう！

家庭での食中毒予防のポイント

※特に小さなお子さんや高齢の方は注意しましょう。

・調理をする前、食事をする前には必ず手を洗いましょう。
→手には、様々な菌が付着しています。
・加熱しない食品（生野菜サラダ・刺身など）は、早めに食べましょう。
・食品は、低温で保存しましょう。
→10℃以下では増殖がゆっくりとなり、マイナス15℃以下では増殖が停止します。
　なお、冷蔵庫に入れても菌はゆっくりと増加しますので、早めに食べることが大切です。
・肉や魚はよく焼いて食べましょう。
→ほとんどの菌は、過熱によって死滅します。 中心部の温度75度で１分以上加熱が目安です。
・調理器具はしっかりと洗いましょう。
→生の肉や魚などを切ったまな板や包丁などは、他の食材に使用する前に中性洗剤で洗うように
　します。 (二次汚染防止) 

 訪問看護車 2台を寄贈していただきました。

公開健康講座のご案内

　平成29年３月30日（木）、訪問看護を利用されていた患者さまのご
家族より訪問看護用の車両２台を寄贈していただきました。
　この車両は、訪問看護を必要とされる患者さまへの迅速かつ円滑
な看護のために大切に使わせていただきます。
　このような素敵な贈り物に心から感謝を申し上げるとともに、これ
からも「こころあたたかい医療」の実践に努めてまいります。
　誠にありがとうございました。

成田赤十字訪問看護ステーションとは？？
　病気やケガ等の方々が、住み慣れたご自宅で納得のいく療養生活ができるように、看護師が生活の場へ訪問
し、療養生活を支援させていただいています。
　病状の観察や介護方法の説明や相談、医療機器(人工呼吸器、在宅酸素等)の管理など、様々なサービスを
行っており、乳児から高齢者までご利用いただけます。
　まずは、かかりつけの医師や担当ケアマネージャーにご相談ください。
　かかりつけの医師が交付した「訪問看護指示書」に従い、必要なサービスを提供いたします
【お問い合わせ】成田赤十字訪問看護ステーション 　☎0476-20-0380（直通）※平日8:30～17:00

成田赤十字病院では、成田市や近隣にお住まいの方々を対象とした健康講座を定期的に開催しております。 
皆さまのご参加お待ちしております。

食中毒とは、細菌やウイルスが付着した食品や、有毒・有害な物質が含まれた食品を食べることによって、
腹痛・下痢などの健康被害が起こることです。

特に６～９月頃は、気温が高くなるため、細菌による食中毒が多く発生しています。

　食中毒を引き起こす細菌は、卵や生肉・生魚などに生息する熱に弱い細菌、人や動物の傷口、喉などに生息す
る熱に強い細菌などがいます。また、食中毒になると、吐き気、腹痛、下痢、発熱などの症状がでます。しかし、ど
の細菌も事前に予防をすれば食中毒を防ぐことができます。

あなたも参加してみませんか？「赤十字講習会」ナースアシスタント（看護助手）の
制服が変わりました！

成田赤十字病院では、「救急法」・「健康生活支援講習」・「幼児安全法」を受講することができます。
当院ホームページより申込みができるようになりました！
受講したい講習会ページから「WEB」をクリック！
必要事項を記入して、申込み完了です。
当院からの申込み完了メールが届くまで少々お待ちください。
詳しくは、当院ホームページをご覧ください。

食中毒菌は、家庭の食事でも発生します！

食中毒菌を
付けない！増やさない！やっつける！
食中毒を防いで楽しく食事をしましょう!!

6月～
9月は

注意!!

※食中毒かなと思ったら・・・
吐き気や下痢の症状は、菌を体の外に出そうとしている証拠です。市販の下痢止めな
どの薬をむやみに服用しないようにし、早めに医師の診断を受けましょう。また、脱
水症状に注意し、水分補給をしっかりしましょう。

成田赤十字病院救急法等の講習会について
　URL：http://www.narita.jrc.or.jp/seminar/firstaid.html

☆「医療機器・器具・管が付いていて、家での療養に不安がある。」
☆「退院が決まったけれど心配である。」
☆「介護の仕方が分からない。」
というご本人やご家族の方、お困りの時はお気軽にご相談ください。

【お問い合わせ】成田赤十字病院 社会課  ☎0476-22-2311（内線:7504）※ 平日 9:00～16:30

開催日時 演題

予防接種など赤ちゃんにとって大事なこと
～子育ての常識の変化についての昔と今～

乳がんについて（仮）

炎症性腸疾患の治療と日常生活の注意点（仮）

慢性腎臓病について
～人工透析をさけるために、今できること～

切れ目のない医療・介護・福祉をめざして
～地域における成田赤十字病院の役割～

入院した時から考えよう、退院のこと
～入院中にすすめる退院準備と、
訪問看護を利用した家での生活～

会場

成田赤十字病院
Ａ棟８階「講堂」

担当者
診療科 講師

6月22日(木)
14:00～15:30

7月20日(木) 
14:00～15:30

9月22日(金) 
14:00～15:30

11月16日(木) 
14:00～15:30

1月25日(木) 
14:00～15:30

10月

新生児科

外科

消化器内科

腎臓内科

医療社会事業課
地域医療連携課

退院支援室
訪問看護ステーション

戸石　悟司　部長

尾内　康英　医師

高血圧について
2月23日(金) 
14:00～15:30 循環器内科 村山　太一　医師

万代　恭史  副部長

倉本　充彦　部長

医療社会事業課長
地域医療連携課長

宮崎久美子　師長
吉田　敦子　係長

成田赤十字病院
Ａ棟８階「講堂」

成田市保健福祉館
※成田市健康・福祉まつり内にて開催を予定しています。日程は成田市広報、パンフレット等にてご確認ください。

　ナースアシスタント（看護助手）は、患者さまの食事の介助、移動・
移乗介助、環境整備など患者さまと身近に接する仕事をしています。
　これからも患者さま、ご家族が安心して療養生活が送れるように頑張
りますのでよろしくお願いいたします。
　困ったことがありましたら、気軽に声をおかけください。
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　この車両は、訪問看護を必要とされる患者さまへの迅速かつ円滑
な看護のために大切に使わせていただきます。
　このような素敵な贈り物に心から感謝を申し上げるとともに、これ
からも「こころあたたかい医療」の実践に努めてまいります。
　誠にありがとうございました。

成田赤十字訪問看護ステーションとは？？
　病気やケガ等の方々が、住み慣れたご自宅で納得のいく療養生活ができるように、看護師が生活の場へ訪問
し、療養生活を支援させていただいています。
　病状の観察や介護方法の説明や相談、医療機器(人工呼吸器、在宅酸素等)の管理など、様々なサービスを
行っており、乳児から高齢者までご利用いただけます。
　まずは、かかりつけの医師や担当ケアマネージャーにご相談ください。
　かかりつけの医師が交付した「訪問看護指示書」に従い、必要なサービスを提供いたします
【お問い合わせ】成田赤十字訪問看護ステーション 　☎0476-20-0380（直通）※平日8:30～17:00

成田赤十字病院では、成田市や近隣にお住まいの方々を対象とした健康講座を定期的に開催しております。 
皆さまのご参加お待ちしております。

食中毒とは、細菌やウイルスが付着した食品や、有毒・有害な物質が含まれた食品を食べることによって、
腹痛・下痢などの健康被害が起こることです。

特に６～９月頃は、気温が高くなるため、細菌による食中毒が多く発生しています。

　食中毒を引き起こす細菌は、卵や生肉・生魚などに生息する熱に弱い細菌、人や動物の傷口、喉などに生息す
る熱に強い細菌などがいます。また、食中毒になると、吐き気、腹痛、下痢、発熱などの症状がでます。しかし、ど
の細菌も事前に予防をすれば食中毒を防ぐことができます。

あなたも参加してみませんか？「赤十字講習会」ナースアシスタント（看護助手）の
制服が変わりました！

成田赤十字病院では、「救急法」・「健康生活支援講習」・「幼児安全法」を受講することができます。
当院ホームページより申込みができるようになりました！
受講したい講習会ページから「WEB」をクリック！
必要事項を記入して、申込み完了です。
当院からの申込み完了メールが届くまで少々お待ちください。
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成田赤十字病院救急法等の講習会について
　URL：http://www.narita.jrc.or.jp/seminar/firstaid.html

☆「医療機器・器具・管が付いていて、家での療養に不安がある。」
☆「退院が決まったけれど心配である。」
☆「介護の仕方が分からない。」
というご本人やご家族の方、お困りの時はお気軽にご相談ください。

【お問い合わせ】成田赤十字病院 社会課  ☎0476-22-2311（内線:7504）※ 平日 9:00～16:30

開催日時 演題

予防接種など赤ちゃんにとって大事なこと
～子育ての常識の変化についての昔と今～

乳がんについて（仮）

炎症性腸疾患の治療と日常生活の注意点（仮）

慢性腎臓病について
～人工透析をさけるために、今できること～

切れ目のない医療・介護・福祉をめざして
～地域における成田赤十字病院の役割～

入院した時から考えよう、退院のこと
～入院中にすすめる退院準備と、
訪問看護を利用した家での生活～

会場

成田赤十字病院
Ａ棟８階「講堂」

担当者
診療科 講師

6月22日(木)
14:00～15:30

7月20日(木) 
14:00～15:30

9月22日(金) 
14:00～15:30

11月16日(木) 
14:00～15:30

1月25日(木) 
14:00～15:30

10月

新生児科

外科

消化器内科

腎臓内科

医療社会事業課
地域医療連携課

退院支援室
訪問看護ステーション

戸石　悟司　部長

尾内　康英　医師

高血圧について
2月23日(金) 
14:00～15:30 循環器内科 村山　太一　医師

万代　恭史  副部長

倉本　充彦　部長

医療社会事業課長
地域医療連携課長

宮崎久美子　師長
吉田　敦子　係長

成田赤十字病院
Ａ棟８階「講堂」

成田市保健福祉館
※成田市健康・福祉まつり内にて開催を予定しています。日程は成田市広報、パンフレット等にてご確認ください。

　ナースアシスタント（看護助手）は、患者さまの食事の介助、移動・
移乗介助、環境整備など患者さまと身近に接する仕事をしています。
　これからも患者さま、ご家族が安心して療養生活が送れるように頑張
りますのでよろしくお願いいたします。
　困ったことがありましたら、気軽に声をおかけください。



かなめ整形外科は、平成21年に富里市日吉台に開院しました。
当院では整形外科一般、リウマチ科専門医療機関として診療を行っております。
診療では、クリニックで行えるレベルの診療か否かを常に考え、地域の基幹

病院である成田赤十字病院と連携することで、個々の
患者様ご自身の希望に沿った、ベストの医療を提供で
きるようお手伝いをしていきたいと思います。
　今後も地域の患者
様の、身近で安心な
相談しやすい「かか
りつけ医」となるよ
う頑張って参ります。

成田日赤に関わる方々との
　　　　　　“ふれあい”を大切に。

成田赤十字病院 広報誌

ご自由にお持ちください
2017.6 Vol.43

成田赤十字病院

http://www.narita.jrc.or.jp/

成田赤十字病院からのお願い
当院では、下記の診療科において「初診完全紹介制」を実施しております。 
　▶ 内科、外科、眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科、泌尿器科、神経内科、歯科・口腔外科、整形外科
『初診完全紹介制』とは、地域のかかりつけ医 (診療所・病院 )からの紹介状をお持ちでない患者さまについては、当院への直
接の受診をご遠慮いただく制度です。
※紹介とは、診療に基づき他の機関での診療の必要性を認めた場合に、文書（診療情報提供書）をもって他の機関に受診していただくことです。
身近で安心な、相談しやすい「かかりつけ医」をもちましょう。

救護班要員 任命式

診
療
案
内

　当院では、適切かつ高度な医療サービスを患者さまに提供
するために「かかりつけ医」(地域の開業医)と連携しています。 
　治療後、病状が安定した患者さまには地域の「かかりつけ医」 
や病院において継続治療をお願いしています。 
　是非、身近で安心な、相談しやすい「かかりつけ医」をも
ちましょう。

かなめ整形外科

山 本 　 要　院長

かかりつけ医のご紹介

〒286-0034 成田市馬橋4-25
☎0476－24－3665

【診療科目】皮膚科
【診療時間】9:00～12:00 ／ 15:00～18:00
【休 診 日】木曜・日曜・祝日・土曜午後

身近で安心！
相談しやすい

かかりつけ医

専門的な治療の
必要性を判断し
当院へ紹介

成田赤十字病院
高度な医療を提供

病状が安定したら
紹介元の
「かかりつけ医」へ

紹介

紹介

連携

　当院「佐久間皮ふ科」（本院）は、昭和59年に父親 佐久間 将夫 が開設、
ＪＲ成田駅西口にて診療しており、私 佐久間　恵一 は平成19年より、成
田市はなのき台に「佐久間皮ふ科 はなのき台分院」を開設し10年間診療
させていただいておりました。
　今回父親の引退に伴い「はなのき台分院」を閉院し、本年度からＪＲ成田
駅西口の「佐久間皮ふ科」（本院）にて診療させていただくこととなりました。
　診療内容は皮膚科領域全般であり、成田赤十字病院とも緊密に連携させ

ていただき、患者様が適切な治療を受けられるよう
心掛けておりますの
で、今後とも「佐久
間皮ふ科」をどうぞ
よろしくお願いいた
します。

佐久間皮ふ科

佐久間 恵 一　院長

診
療
案
内

〒286-0201 富里市日吉台1-11-13
☎0476－93－9075

【診療科目】整形外科、リハビリテーション科、リウマチ科
【診療時間】9：00～ 12：30／ 15：00～ 18：00
【休 診 日】木曜午後・土曜午後・日曜・祝日
※診療開始の受付時間は午前8：30と午後14：30から

　４月13日（木）、救護班要員任命式が行われました。
　今年度は、救護班12個班、DMAT２チーム、予備救護要員18名他、計129名に任命書が交付されました。
　任命された職員に対し、日本赤十字社千葉県支部事務局長より、「いつでも救護活動に従事できるよう日頃から各自準備を
してほしい」また、院長より「救護班要員の自覚をもってこれからも頑張ってほしい」と激励の言葉がありました。
　さらに、救護班要員代表として、第5救護班班長の児玉善之医師から、「災害時における迅速かつ適切な活動が展開できるよ
う、鋭意努力します」と意気込みを表しました。任命式後には研修等を行い、救護班要員としての知識・技術を高めました。
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佐久間皮ふ科

成田赤十字病院基本理念
赤十字の基本理念に基づき、患者さまの権利と医療人としての倫理を守り、

医療の質の向上と患者さま中心の「こころあたたかい医療」の実践に努めます。

成田赤十字病院基本方針
１．地域の皆様から信頼される病院を目指します。
２．救急医療の充実、安全でより高度な医療の提供
　　に努めます。

３．地域の医療・福祉との連携強化に努めます。
４．国内外の医療救援活動に積極的に参加します。
５．健全な経営と働きがいのある病院を目指します。


